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１．事業の趣旨 

１）事業の目的 

単身世帯が増加し、あらためて、国民一人一人が食に関する知識や技術を持つ必要が生じてい

る。特に、高齢者（予備軍も含めて60歳以上とする）は、家庭の中で調理を主に担わずに単身世

帯となる場合も多く、食の乱れが懸念されることから、日本型食生活と栄養の基礎知識を伝え、

それをライフスタイルに合わせて実践するための「食の選択を支える情報提供」を行う。また、

知識は持ちながら、体力、気力の低下等で実践が難しいという高齢者も少なくないことから「ス

マイルケア食」、国産農林水産物の活用と身土不二の観点からの「地域の食材を活用した簡便食材

」の活用も含めた「調理技術の習得」を促し、健康寿命の延伸に向けた健全な食生活の普及を図

っていく必要がある。 

一方、平成27年度消費者ニーズ対応型食育活動モデル事業の調査において、「親から伝わった料

理を子供に伝えたことがある」という問いについて、若い世代ほどその割合が低くなっている。

食文化の継承が途絶えることで、食の知識や技術が受け継がれないだけでなく、食文化を支えて

きた食材の生産にも影響が及ぶ。これをふまえ、食が乱れがちな大学生と健全な食生活に興味は

あるが知識・技術に乏しい子育て層に対して、食文化を支える地域の農林水産業の体験学習と健

康を支える栄養の知識としての日本型食生活に関する学習・料理講習会を体系的に推進する。健

康とそれを支える農林水産業のつながりを理解し、地域の食材を暮らしに取り入れ、かつ、その

生産を守る活動に取り組む若い世代の増加を目的とした取り組みを展開する。 

 

２）主な訴求対象 

大学生・子育て世代 

高齢者（予備軍も含めて 60歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）事業目標 
① 食育に関心を持っている者の割合を5%増やす。 

 
② 栄養バランスに配慮した食生活に関する実践度の向上 

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べている高齢者の割合を 
5％増やす。 
 
・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べている20～30歳代の若い
世代の割合を5％増やす。 
 

③ 農林漁業体験を経験したもの（世帯）を40%に増やす。 
 

④ 兵庫県産の農林水産物を食生活に意識的に取り入れているものの割合を10％増やす。 
   
⑤ 食文化の保護・継承を実践するものの割合を増やす。 

・地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法などを継承し、伝えている者の割合を
5％増やす。 
 
・地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法などを継承している20～30歳代の若い
世代の割合を3%増やす。 
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２．事業の概要 

 本事業では、以下の取り組みを行った。 

 

１）事業推進会議の設置 

 

 ①目的   

事業の効果的かつ効率的な運営をはかるため生産者・生産団体、食育に取り組む NPO 法人、

課題発見型のスタディツアーを専門に行う団体で構成する事業推進会議を設置し、具体的な取

り組み手法の検討、食育活動の年間プログラムの作成及び事業の効果測定・評価を行った。 

 

②構成 
 ＜メンバー＞ 

   戎本 裕明 （明石浦漁業協同組合 代表組合長理事） 

   中島 利恭 （株式会社 Ridilover） 

   西本 広幸 （兵庫県漁業協同組合連合会 指導部） 

   桜井 裕士 （全国農業協同組合連合会 兵庫県本部 園芸部 部長） 

   本岡 英泰 （全農パールライス株式会社 西日本事業本部） 

   山下 陽子 （NPO 法人兵庫農漁村社会研究所、神戸大学大学院農学研究科 特命助教） 

  

＜事務局＞ 

   森安 清  （執行役員・組織管理部 統括部長） 

近藤 麻子 （生活協同組合コープこうべ 組織管理部 人材開発 統括） 

   北林 孝元 （生活協同組合コープこうべ 店舗商品部 水産 統括） 

石川 優  （生活協同組合コープこうべ 店舗商品部 水産） 

川﨑 弘道 （生活協同組合コープこうべ 店舗商品部 農産） 

畑中 慶司 （商品開発室） 

長岡 暁子 （地域活動推進部） 

齋藤 優子 （生活協同組合コープこうべ 組織管理部 人材開発 教育学習センター） 

中原 左貴子（生活協同組合コープこうべ 組織管理部 人材開発 教育学習センター） 

 

 ③会議の概要 

区分 回 開催日時 場所 内容・議題 

事
業
推
進
会
議 

第１回 

2016年 

6月 16 日(木) 

15:00～17:00 

コープこうべ 

住吉事務所 

＊事業概要確認 

＊意識・実態調査のすすめ方検討 

＊意見交換 

第２回 
11月 9 日(水) 

15:00～17:00 

コープこうべ 

健保会館 

＊事業の推進状況の共有化 

＊意見交換 

第３回 

2017年 

2月 15 日(水) 

10:00～12:00 

コープこうべ 

健保会館 

＊事業の進捗状況共有化 

＊意見交換 

＊今後の課題について確認 

第４回 
3月 14 日(火) 

15:00～17:00 
神戸市勤労会館 

＊事業の進捗確認 

＊事業の効果について意見交換 

＊2017年度の取り組みについての検討 
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２）各種調査の実施 

 

 ①高齢者・大学生の 1週間の食生活写真調査 

   

  募集方法：公募（コープこうべ公式ホームページ） 

  調査方法：調査票と 1 週間の食事の写真撮影による記録 

  分析：兵庫県栄養士会による分析（食育活動の実践の中で食生活アドバイスとして活用） 

     事業推進会議で分析し、食育活動企画立案の資料として活用 

   

 ②食生活写真調査、産地見学、各種料理講習会・学習会、食文化セミナー、食文化シンポジウ

ム参加者に対するアンケート調査 

    

食に関する意識や実践について事前調査と事後調査の比較により食生活の現状と取り組みの

効果を分析。 

   

 

３）各種講習会・体験受け入れ先等との調整 

  

 ①事業推進会議委員を中心にした講習会、体験受け入れ企画の作成 

   

②兵庫県栄養士会による料理会・学習会企画 

   ・高齢期の食と健康 学習会 

・高齢期の食と健康 料理会 

・幼児期の栄養 学習会 

・大学生の食生活（スポーツ栄養） 学習会 

   

③大学生対象プログラム実施に関する大学との連携 

    

大学生対象のプログラムの企画・実施のために、兵庫県内を中心に各大学との連携を図り、

授業、インターン、課外プログラム等として設計。 

  

④株式会社 Ridiloverによる大学生対象のスタディツアー企画 

 

⑤兵庫県内の協同組合間協同による大学生対象食育プログラムの企画 

    

漁業協同組合・農業協同組合・森林組合・大学生協・医療生協・労働金庫・地域生協等が

連携し、それぞれの資源を持ち寄って企画立案を実施。 
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４）効果測定を盛り込んだ食育活動の実践 

 

実施した食育の取り組み概要 

①食生活の現状を確認するための写真調査の実施と食生活アドバイス 

 高齢者 33人 大学生 17人 

 

②兵庫県の食文化を継承するための情報収集と冊子の作成 

  

③食に興味のない層への働きかけの場としての日本型食生活をテーマにした店頭ミニ講習会の

実施 

238回実施 のべ 29,062人参加  

 

④高齢者を対象とする、低栄養や食生活の偏りを防ぐための、日本型食生活をふまえた栄養に

関する情報提供と「スマイルケア食」や国産農林水産物の活用及び身土不二の観点からの「地

域の食材を活用した簡便食材」の活用も含めた「調理技術の習得」のための学習会・料理講

習会の実施 

 22回実施 のべ 438人参加 

 

⑤大学生・子育て層を対象とした日本型食生活と兵庫県の食文化と食材に関する料理講習会・

学習会の実施 

 大学生対象：12回実施 のべ 395人参加 

親子・こども対象：12回実施 のべ 205人参加  

 

⑥大学生・子育て層を対象とした日本型食生活と兵庫県の食文化と食材に関する農林漁業体験

プログラム 

 27回実施 のべ 539人参加 

 

⑦社会課題解決をテーマとする株式会社 Ridilover への委託による大学生・子育て層対象のス

タディツアーの実施 

 3回実施 のべ 52人参加 

 

⑧兵庫県の食文化をテーマとしたシンポジウム・セミナーの実施 

  シンポジウム：2回実施 のべ 231人参加 

  食文化セミナー：4回実施 のべ 96人参加 

 

※事業目標の達成状況確認のためのアンケート調査は①④⑤⑥⑦⑧で実施。 
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①食生活の現状を確認するための写真調査の実施と食生活アドバイス 

 

【食生活写真調査結果参照】 

 

（ⅰ）調査の概要  

  調査対象：高齢者（60歳以上）33人 大学生 17人が参加。 

計画段階では 30 名ずつとしており、大学生の登録も 44 名であったが、途中で調査をやめ

てしまう率が高く、最後まで調査を継続できた人数が 17人となった。 

 

調査方法： 

2016年 12月 5日～12月 18日までの連続した 7日間、食べたものの写真撮影と確認用紙へ

記入。大学生の途中離脱が生じたため、追加募集を実施。 

  

 （ⅱ）食生活の傾向（兵庫県栄養士会総評） 

・高齢者は欠食がなく、全体的に食事に対する関心が高いようだった。ただし、朝食は簡単

に済ませている人も多く、そのため、野菜の摂取量は若干少ないように感じた。 

・大学生は欠食している人が目立ち、1 日 1 食のみという人もいた。また、今回食事時間の

記入欄がなかったため、コメントで判断したが、時間も不規則な人が多いように感じた。

そして１人暮らしをしている人は、食費を節約している事が多く、品数や食材が少なく、

単品メニューや主食の重ね食べも見られた。菓子パンですます人が多いのもこのグループ

の特徴だった。 

   

 （ⅲ）参加者の感想 

 ・１週間の調査でしたが今まで無意識で食べている場合が多く、食後に今食べた食材がなん

だか思い出すのに少し時間がかかってしまいました。今回は今何を食べているか意識しな

がら食することで、動物や植物の命をいただくことへの感謝の気持ちが強く感じられまし

た。（高齢者） 

 

・写真を撮ることで改めて自分が取っている食事についてこれでいいのかと疑問を持った。

食事は出されたものを食べるという感覚だったが、年齢のことも考えると食材など関心を

持っていきたい。（高齢者） 

 

・前から不健康な食生活をしているなと思っていたが、野菜をほぼ食べておらず、外食も思

っていたより多いという印象。アルバイトの関係もあって不規則な食生活。でもどうした

ら改善されるのかよく分からない。もともとあまり食に興味がないので作るなら食べなく

てもいいってなってしまう。それで中食や外食をよく利用してしまう。あまり参考になら

なかった食生活だったかもしれません。（大学生） 

 

・今まで気にしているようで栄養や体調を考慮した生活を送れていなかったのだと実感させ

られました。毎日メモを取るだけでもこんなに面倒で気をつかうのだと分かり、食生活が

安定しない理由が分かったように思います。今回参加して本当によかったです。(大学生) 
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②兵庫県の食文化を継承するための情報収集と冊子の作成 

兵庫県の五国（但馬・丹波・摂津・播磨・淡路）それぞれの、冬～春の食材とレシピ、地域に

伝わる郷土食などをまとめた冊子を作成。料理教室や産地見学参加者や、事業関連団体の食育

活動推進者に配布。 
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③食に興味のない層への働きかけの場としての日本型食生活をテーマにした

店頭ミニ講習会の実施 

  

毎週火曜日の「兵庫地魚推進プロジェクト」重点実施日に合わせ、兵庫県産の野菜・魚に関

する学習資料とレシピを活用した食生活提案を実施。兵庫県産の魚、野菜について食材情報

や調理技術を幅広い層に発信。【資料１】参照 

月 実施店舗数 参加者数(人) 月 実施店舗数 参加者数（人） 

７月 38 5,251 11月 39 4,553 

８月 42 4,976 12月 20 2,344 

９月 41 4,800 1月 18 2,281 

10月 40 4,857 合計 238 29,062 

 

（ⅰ）店頭ミニ講習会メニュー 

幅広いメニューへの要望を加味し、煮付け・焼き物などの基本のメニューと、洋風・中華風

の簡単に調理できるもの、兵庫県産の野菜を使ってバランスに配慮したものなど目新しいメ

ニューも織り交ぜた豊富なバリエーションで展開。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 8月 9月

タコと玉ねぎのマリネ タコと小松菜のオイスターソース炒め アカガレイの煮付け

タコの和風サラダ サゴシのソテー アカガレイの湯煮

タコの煮付け ちりめんとトマトのサラダ アカガレイの甘酢あんかけ

鱧の湯引き 鱧のオニオンスープ アカガレイと豆腐・ごぼうの煮付け

鱧の照り焼き ヒイカの煮付け ハタハタの煮付け

釜揚げちりめんゆずポン酢かけ ヒイカとパプリカのガーリック炒め ハタハタのカレー揚げ

ネブトの唐揚 ウオゼのソテートマトソース ウオゼのオイル焼きトマトソース

10月 11月 12月・1月

サワラのソテー 釜揚げしらすのチーズ焼き アカガレイのこっくり煮

サワラのムニエル アカガレイとピーマンのさっぱり和え アカガレイのポン酢バターソテー

アカガレイのムニエル アカガレイのハーブ焼き 生のりの佃煮

アカガレイの柚子胡椒ソース アカガレイのタンドリー風 生のりと豆腐と卵のスープ

連子鯛の塩焼き アカガレイの中華ソテー アボカドとのり佃煮の和え物

連子鯛の煮付け カワハギの煮付け スズキのムニエル

アジフライ マルハゲの煮付け スズキの豆乳鍋

店頭ミニ講習会　メニュー（一部抜粋）
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（ⅱ）配布資料（一例） 
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④高齢者を対象とする、低栄養や食生活の偏りを防ぐための、日本型食生活

をふまえた栄養に関する情報提供と「スマイルケア食」や国産農林水産物

の活用及び身土不二の観点からの「地域の食材を活用した簡便食材」の活

用も含めた「調理技術の習得」のための学習会・料理講習会を実施 

 

  22回 のべ 438人参加 【資料 2】参照 

 

（ⅰ）プログラム・実施回数・参加人数 

 

 

（ⅱ）高齢期の食と健康料理会献立 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅲ）高齢期の食と健康学習会・料理会の様子 

 

区分 ねらい・内容 講師 学習会時間 

1)高齢者対象 

 漁業と魚について

学ぶ料理会 

10回 167人 

＊「兵庫の海」を活用した兵庫の漁業

の学習（30分） 

＊兵庫産の水産加工品を使用した調

理実習（90分） 

兵庫県漁業協同組

合連合会（職員・

おさかな講師） 

 

2 時間 30 分

程度 

2）高齢期の食と健康

料理会 

 

 

 

 

8回 136人 

＊加齢に伴う体の変化 

＊食べる、呑み込みの仕組み 

＊一人一人に適した食事 

スマイルケア食、調理上のポイント 

＊高齢者の脱水＊高齢期栄養バラン

スの考え方に関する学習 

＊季節の食材を使った調理実習 

兵庫県栄養士会 3時間程度 

3）高齢期の食と健康

学習会 

  

  

 

4回 135人 

＊加齢に伴う体の変化 

＊食べる、呑み込みの仕組み 

＊一人一人に適した食事 

スマイルケア食、調理上のポイント 

＊高齢者の脱水＊高齢期栄養バラン

スの考え方に関する学習 

兵庫県栄養士会 講義 1時間 

その他 

ワークショ

ップなど 

軟飯 

海老入り茶巾豆腐のあんかけ 

かぼちゃサラダ 

ベーコン風味の和風ポトフ 

杏仁豆腐 
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⑤大学生・子育て層を対象とした日本型食生活と兵庫県の食文化と食材に関

する料理講習会・学習会の実施 

 

大学生対象：12回 のべ 395人参加 

親子・子ども対象：12回 のべ 205人参加 【資料 2】参照 

 

（ⅰ）プログラム・実施回数・参加人数 

 

 

区分 ねらい・内容 講師 時間 

1）大学生対象料理会  

兵庫の漁業と魚を知ろ

う 

7回 153人 

＊「兵庫の海」を活用した兵庫の漁

業の学習（30分） 

＊兵庫産の季節の魚を使った調理実

習、試食（90分） 

兵庫県漁業協同組

合連合会（職員・

おさかな講師） 

 

3時間 

2）大学生対象 

 兵庫の漁業に関する

学習会 

1回 82名 

＊兵庫の漁業の現状に関する学習 

＊魚食の現状に関する学習 

兵庫県漁業協同組

合連合会職員 

90分 

3）大学生対象 

 栄養学習会 

 

1回 131人 

＊スポーツをしている学生を対象に

した栄養学習 

＊炭水化物摂取における「ごはん」

を食べることの重要性 

兵庫県栄養士会 90分 

4）大学生対象 

県産野菜の調理実習 

 

2回 18人 

＊収穫した野菜を使った調理実習 

 

 

※連続講座のプログラムとして実施 

コープこうべクッ

キングサポーター 

3時間 

5）大学生対象 

「魚の達人になろう」 

 

1回 11人 

＊漁業・魚についての学習 

＊タイについての学習 

（種類、養殖と天然の違いなど） 

＊タイを使った調理実習 

おさかなインスト

ラクター 

3時間 

6）親子対象 

兵庫の漁業と魚を知ろ

う 

 

6回 111人 

＊「兵庫の海」を活用した兵庫の漁

業の学習 

＊兵庫産の季節の魚を使った調理実

習、試食 

兵庫県漁業協同組

合連合会（職員・

おさかな講師） 

 

3時間 

7）「親子で魚の達人に

なろう」 

 

1回 5人 

＊漁業・魚についての学習 

＊タコを使った調理実習 

おさかなインスト

ラクター 

3時間 

8）親子対象 

「きちんと食べよう

赤・緑・黄」 

1回 23人 

＊栄養バランスに関する学習 

＊兵庫の食材を使った調理実習 

コープこうべ家庭

料理研究会 

3時間 

9）幼児期の栄養学習会  

 

 

4回 66人 

＊幼児期の栄養バランス 

＊味つけのポイント 

＊食事のマナー 

＊食文化を伝えていくことの大切さ 

兵庫県栄養士会 1時間 
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（ⅱ）大学生の料理会「兵庫の漁業と魚を知ろう」講習の様子と感想 

 

感想（一部抜粋） 

・魚を初めてさばき、皮をむいたり、3 枚おろしにすることがとてもむずかしかったです。きれ

いにさばくことができなかったことがショックでした。家でもさばいてみようと思いました。

「なめろう」と、「さんが焼き」がおいしくできてよかったです。講演を聞いて漁師の人の仕事

はとても重要なことだなと思いました。私たちは地元の魚を食べて食料自給率を上げることが

大切なので、魚を食べるようにしていきたいです。 

・初めてアジを 3枚におろして思った以上にうまくいきました。なので家でも魚 1匹買って調理

したいです。地元の魚を食べることは大切というのは知っていたけれど、なぜ大切なのかは知

りませんでした。パンフレットを読んだときにこんなにいいことがたくさんあるのか、少し値

段が高くても地元の魚を選びたいなと思いました。魚を１匹さばくという貴重な経験すごく楽

しかったです。 

・魚に触るのは初めてだったので抵抗がありました。内臓が気持ち悪かったです。しかし、この

ような経験はとても貴重だと思います。また、自分で魚をさばくことができたという達成感は

とてもありました。これから 2、3 匹は家でさばき、マスターしたいなと思いました。海につ

いても学べ、地産地消が大切なことが分かりました。 

 

 

（ⅲ）幼児期の栄養学習会 講習の様子と感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想（一部抜粋） 

 

・普段知らないことを知ることができて

大変よかった。食事面だけでなくマナ

ーやお箸の持ち方など指導がよかった

です。 

 

・子どもの食だけでなく、自分の食生活

を見直していかないとダメだと思っ

た。 
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⑥大学生・子育て層を対象とした日本型食生活と兵庫県の食文化と食材に関

する農林漁業体験プログラム 

 

 24回 のべ 487人参加 【資料 3】参照 

   

主なプログラム 

（ⅰ）親子対象連続講座 

  海・里・山の各生態系が密接につながっていること、また、食べものやふだんのくらしが、

生産に携わる人や、自然の恵みを受けて成り立っていることを、それぞれのフィールドで

の体験学習から実感してもらうことを目的に実施。海・里（農地）・山と日常的につながって

いたくらしを知ることを通じ、現在のくらしのありようをあらためて見直すきっかけとする。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

感想（一部抜粋） 

 

・畑の土ができるまで何十年もかかることや、海の水質にも山の土が関係していることを学び、

自然はすべてつながっているということを実感しました。食生活についても意識は高まりまし

たが、森林保全や農業に関わっていきたいという気持ちが特に高まりました。子どもたちは単

純に「楽しかった」ということで、自然の中での体験を楽しんでいました。 

 

・普段から野菜や肉類はなるべく国産にこだわって買うようにしていましたが、イベントに参加

して「兵庫県産」にこだわらなくてはいけないのかなあと思いました。「兵庫県産」が＝安心・

安全な食品かどうか、そしておいしいかどうかよく調べてみないとな、と思います。 

回 日時 内 容 場所 

１ 

8月 6日（土） 

10:30～14:30 

 

・漁船に乗って漁師体験 

・触って感じるとれとれ魚 

・獲れたて味わう漁師ランチ 

赤穂市漁協 

2 
9月 24日（土） 

10:00～15:00 

・野菜収穫など農業体験 

・「水」を辿ってハイキング 

・薪でホクホク焼いもづくり 

西宮市鷲林寺農地 

３ 
10月 30日（日） 

10:30～15:30 

・火起こし体験（前回復習） 

・活だこ de野外調理 

・森の整備体験 

西宮市越水社家郷山 

（コープの森・社家郷山） 

 漁師体験 農地から山への水路をたどる 森林整備体験 
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（ⅱ）大学生対象連続講座  

 

 

【学習プロセス】 

① 農作業体験を通して感じたこと、気づいたことをワークショップで洗い出す。 

② 講義を通じて、農業や生産物について知る。 

③ 調理実習を通じて食に関心を持つ。 

④ ①②③で気づいたこと、考えたことをもとに、生産者と消費者のあるべき姿について検討

する。 

  学生の結論⇒生産者と消費者が互いに理解し合うことが必要。 

⑤ ④の結論をもとに、実際はどうなのか消費者にインタビューをする。 

⑥ 直売所と加工施設を見学し、地域の資源活用について学ぶ。 

⑦ ⑤のインタビュー結果とこれまでの学習をもとに消費者と生産者が理解を深め合う方法に

ついて検討する。 

  学生の案⇒野菜の売り場に農家の農作業をしている動画を置く。 

       野菜の料理のレシピを売り場などで紹介する。 

       農作業体験を手軽にできるようにする。 

       農家の人が消費者と話す機会を増やす。 など 

 

 

テーマ：体験学習・座学から農業（生産物）をめぐる課題をまとめ、同世代に伝えるためのプログラムを考える

日程 時間 内容 担当・講師

10:00 オリエンテーション みずほ協同農園職員
11:00 エコファーム施設見学
12:00 昼食
13:00 農作業体験（出荷作業等） みずほ協同農園職員

15:00 講義「農業を取り巻く環境と農業生産法人について」 みずほ協同農園　田中伸二さん

ワークショップ

・講義を聞いて気付いたこと・心に残ったこと

17:00 終了

9:00 農作業体験 みずほ協同農園職員
11:00 講義「ひょうごの在来作物～つながっていく種と人～] ひょうごの在来種保存会　山根成人さん
12:30 昼食
13:30 ワークショップ

・講演を聞いて気付いたこと・考えたこと（課題の抽出）
・ディベート　種は受け継ぐべき？

15:30 農業体験 みずほ協同農園職員
17:00 終了

9:00 農業体験 みずほ協同農園職員
10:00 調理実習（トマトソースとピザづくり）・昼食 クッキングサポーター・みずほ協同農園職員
14:00 講義：商品開発とは
15:30 ワークショップ　

プライベートブランドはなぜあるの？
17:00 終了

午前 農業体験 みずほ協同農園職員
午後 ワークショップ

これまでの学習から考える農業を取り巻く課題と消費者

9:00 エコファーム出発
9:40 ・コープデイズ神戸北町

・店舗見学（販売の現場を見る）
・消費者へのインタビュー調査

12:00 出発
13:00 山田錦の館到着・昼食
14:00 山田錦の館　加工施設見学・加工グループからの講義
18:00 エコファーム帰着

午前 野菜収穫・収穫した野菜で調理実習 みずほ協同農園職員
13:00 ワークショップ
15:00 農業体験

8月13日（土）

8月8日（月）

8月9日（火）

8月10日（水）

8月11日（木）

8月12日（金）
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【学生の気づき】 

・農業の大切さと苦しさの両方を体験することができた。 

・野菜を作っている農家の人たちに私たち消費者は感謝の気持ちを忘れてはいけないと感じた。 

・実際に消費者にインタビューしたことによって野菜の選び方やこだわりを知ることができた。 

 

【活動の様子】 
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（ⅲ）大学生対象漁業体験（7月 30日） 

   ※ESD推進ネット兵庫―神戸 ESDツアープログラムに登録して実施 

    http://www.esd-tourprogram.org/esd/events/ 

 

 

 

  

 

 

 

 

タイムテーブル 内容 

10：30 オリエンテーション 

11：00 ＪＦ明石浦 昼市の説明・見学 

12：15 水産会館調理実習・試食 

14：50 兵庫の漁業と環境の学習・質疑応答 

15：40 終了 

感想（一部抜粋） 

 

・セリでの漁師さんや卸売業者の方々の様子が真剣で息を

のみました。お話の中で漁業の厳しい状況を知り、よく

できるような対策を練ろうと感じました。久々においし

い！健康的！と思える食事を楽しむことができました。

三枚おろしはむずかしそうだなと思っていましたが、案

外簡単で魚に愛着がわいてきて楽しかったです。またや

ってみます！！今日のような魚に触れる機会を義務教育

で与えていくべきだと思います。 

 

・率直に今日のツアーはとてもおもしろかったです。私は

もともと漁業にあまり興味はなかったのですが、今回の

体験を通して、漁業だけでなく魚や海に対しても興味が

わいてきました。実際にセリを見て漁師さんの仕事の大

変さが分かりました。この日本の漁師さんのためにも日

本経済のためにも環境を保全するためにも、日本の魚を

積極的に買おうと思いました。 

 

・今日魚のセリを生で初めて見ました。市場に近づいた瞬

間から海のにおい、魚のにおいがして自分が普段生活し

ている空間とは違う独特な空気感に包まれていました。

私は魚よりも肉の方が好きなのであまり魚を食べません

でしたが、今日の市場での新鮮な魚を見たり、実際に自

分でアジを三枚おろしにしてみてもっと魚を食べようと

思えるようになりました。また私たちが魚を食べること

で漁師の人口が増え、海だけではなく自然全体が豊かに

なり環境が守られると考えると、たった「魚を食べる」

という日常的でありきたりな行動が世界になんらかの形

で影響を与えていくのだなと思いました。 
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（ⅳ）親子・大学生対象農業体験（11月 23日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムテーブル 内容 

10：30 おおや高原 野菜の収穫体験 

11：30  おおやアート村 

昼食（地元の食材を使ったお弁当） 

13：00  【大人プログラム：学習と生産者との交流】 

・講演：農から見た地域（里山と農業、有機農業と植物工場など） 

・ワークショップ：有機の産地をデザインしてみよう！ 

【子どもプログラム：遊びを通しての学習】 

・「落ち葉で遊ぼう！（自然の循環について学ぶ）」 

15：00  終了 

感想（一部抜粋） 

 

・本日は学習会に参加させていただきましてあ

りがとうございました。親子で農業を体験で

きる機会はなかなかないので貴重な体験に

なりました。有機野菜の話もしていただいて

とても興味深くこれから食卓に取り入れた

いと思っています。 

 

・農家の高齢化や鹿の被害の中での生産への思

いを聞かせていただき、スーパーに並んでい

る、置いてあることが当たり前のように思っ

ていたことを改める機会になりました。最後

の有機加工品の商品開発の話はとても楽し

かったです。勉強になりました。消費者の視

点から生産者、販売者の視点を少し感じるこ

とができて貴重な体験となりました。 

 

・野菜についていろいろと学べてよかったで

す。都会ではなかなか体験できないし、どう

やって野菜を収穫するかとかも子どもは体

験できるのがよかった。ワークショップで考

えたものをぜひ商品化してください。 
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（ⅴ）大学生対象農業・漁業体験（12月 4日） 

 

兵庫県内の協同組合（漁業協同組合・農業協同組合・医療生活協同組合、大学生協等が連携して

企画・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組みの成果： 

・大学生協の学生委員の理事会で「地元・兵庫県産の食材を利用しようと意識が変わった」 

と報告され、大学からもすばらしい取り組みだったとの評価。 

 ・生産・消費・医療等に関わる協同組合が資源を持ち寄ることで、食育の取り組みの幅が広が 

  る。 

タイムテーブル 内容 

8：20 姫路駅集合 

坊勢漁協直売所「とれとれ市場」に移動 

8：45  海班：妻鹿漁港から漁業体験に出発 

   漁業体験と魚の下ごしらえ 

山班：みずほ協同農園（三木市）に出発 

   たい肥作りの学習と農業体験 

13：00  海班・山班の食材を持ち寄り調理実習 

・漁業・農業のつながりの学習 

・医療生活協同組合による塩分チェックなど 

17：00  終了 
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⑦社会課題解決をテーマとする株式会社 Ridilover への委託による大学生・

子育て層対象のスタディツアーの実施 

              報告作成：株式会社 Ridilover/一般社団法人リディラバ 

 

  3回 のべ 52人参加 【資料 3】参照 

 

（ⅰ）スタディツアー概要 

・企画概要 

大学生を対象として、農業・漁業・林業の実際の生産者の現場に赴き、産業や食における課題

を直接体験することで、食生活ならびに購買における行動変容を目指す。 

 

・ツアーのターゲットと共通テーマ 

ターゲット：大学生 

共通テーマ：地産地消 

 一次産業の現場→食生活ならびに購買時の兵庫県産食料の購入を 3 回のツアーにおける目的

として設定し、共通した学びの概要として「地産地消」をテーマとして設定した。単純に「地

産地消」の考え方を大学生に認識してもらうことに加えて、背景にある食料の安全保障やその

ために食料自給率ならびに食料自給力が定期的にモニタリングされ、向上に向けて取り組みが

行われているという点を理解することで、食料購入において「美味しい」「安い」以外にも自ら

の生活を有事問わず支えるという点を考える契機とすることを目指して設計。 

 

・ツアーの特徴 

【現場の生の声】 

 「社会課題の現場」を実際に訪問することで現場の生の声を聞き、学びとすることができる。

教科書やインターネットでは見ることのできない生の情報、声を聞くことでより具体的な学

びを獲得。 

【現場での体験】 

 収穫体験や調理実習など、食に直結する体験を通して、素材に対する親しみを感じることが

できる。前回実施ツアーでも収穫した野菜と限られた調味料を使ってチームで調理する体験

を通して、自分で調理することの喜びを体験。 

【アクションを促すワークショップ】 

 現場の方の講演を踏まえて、食材がストレスなく消費者に届くことのありがたみ、地元の生

産者を大切にすることの重要性を学ぶワークショップを行う。食材購入時のアクションに変

化を起こす体験、アウトプットを重視したワークショップを実施している。 

 

・株式会社 Ridilover について 

一般社団法人リディラバ及び株式会社 Ridilover は、スタディツアーを通して色々な社会問題   

や地域課題の現場に人を送り込む、という事業を日本全国で実施。また、そのツアーの基となる

社会問題を、投稿し閲覧できるメディア「TRAPRO」、社会起業家のカンファレンス「R-SIC」を運

営しております。基幹事業であるスタディツアーを活用し、企業向け研修、自治体向け移住定住

推進ツアー、学校向け修学旅行等の事業を展開 

http://ridilover.jp/ 
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（ⅱ）スタディツアー開催実績 

【漁業】 

日時 ：2016年 11月 10日 

人数 ：大学生 28 名 

訪問先：兵庫県漁業協同組合連合会・坊勢漁業協同組合 

プログラム概要 

 

時間 プログラム概要 講師 

09:00 三宮出発・ツアー概要説明 リディラバ 

09:30 兵庫県の漁業についての説明 兵庫県漁連 

坊勢漁協 

 

10:30 坊勢島へ船にて移動 

11:00 坊勢漁協ならびに坊勢島の漁業について 

（坊勢サバについての説明も含む） 

11:40 定置網漁の見学 

12:20 坊勢サバの餌やり見学 

12:50 稚魚中間育成場 見学 

13:20 妻鹿漁港へ移動 

13:50 昼食（BBQ） 

15:10 兵庫県漁連加工工場 見学・試食 

15:40 ワークショップ 

テーマ：地産地消の推進について 

リディラバ 

16:55 三宮へ出発・解散  

 

ツアー時の写真 
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アンケート結果（弊社独自） 

・学びへの満足度 

満足度は最高評価が 75％となり、「漁師・漁協の方とのコミュニケーション量の多さ」「地産地

消への理解」についての評価が満足度の高さにつながった。 
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・ワークショップについて 

体験や講演の後にワークショップを設計し、「地産地消を推進するには？」というテーマで生産

者・消費者側の立場それぞれから障害となっていること・メリットを整理し、解決策を考えるワ

ークショップを実施。 

 

・ツアー参加後の感想 

「魚がどのように獲られているか、養殖で育てられているかを生で見て知ることができて良かった。」 

「今後の生活で魚を買う際には、産地を意識して購入するようにしたい。」 

「漁の見学や漁協の方のお話を伺う中で、漁業の現状や買ってもらうための努力について学ぶことが  

 できた。このような体験を通して、今まで意識しなかった地産地消について考えるきっかけにもな

ったし、坊勢の魚を買って見たいと思うようになった。現場にいく体験を多くの消費者が得ること

で、地産地消は進むのではないかと思う。」 

「毎日好きな魚を選んで買うことができること自体が恵まれていることであると知りました。生産者

の苦労や頑張りを感じることができて本当に良かったです。」 

 



22 

 

【農業】 

日時 ：2017年 2月 20日（月） 

人数 ：大学生 12 名 

訪問先：小池農園こめハウス 

プログラム概要 

時間 プログラム概要 講師 

09:30 三宮出発・ツアー概要説明 リディラバ 

10:10 農作業体験 

草取り・ほうれんそう収穫など 

小池農園こめハウス 

 

12:00 昼食 

収穫野菜などでカレー作り 

14:00 農業についての講演 

（近郊農業の特徴・神戸米の取組など） 

15:30 質疑応答・感想共有ワークショップ リディラバ 

16:30 三宮へ出発・解散  
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アンケート結果（Ridilover 独自） 

・ツアー満足度 

 

 

・ツアー参加後の感想 

「農業において家族経営が一番持続可能性がある、などといった生産者の方の経験を伴ったお話が

聞けてとても面白かった。」 

「今後、農産物を買う際に産地や生産者の情報を気をつけてみて、参考にしたいと思う。」 

「ほうれん草の栽培など普段できないことができてとても楽しかったです。」 
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【林業】 

日時 ：2017年 3月 5 日（日） 

人数 ：大学生（社会人含む）12名 

訪問先：NPO 法人 JUON 宍粟市の活動地 

プログラム概要 

時間 プログラム概要 講師 

09:00 姫路駅出発・ツアー概要説明 

林業についてのインプット 

リディラバ 

10:30 原木しいたけの植菌 JUON 

11:30 JUON講演 

活動趣旨や経緯のご説明 

JUON 

12:00 昼食（おにぎり・ジビエ肉など） 

一緒に参加していた地域住民の方との交流 

 

13:30 林業 軽作業体験 JUON 

15:30 姫路駅へ移動・感想共有 リディラバ 

 

 

ツアー中の写真 
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アンケート結果（Ridilover 独自） 

・ツアー満足度 

 

・ツアー参加後の感想 

「社会人でも自分から森（林業）に関われるチャンスがあり、自分と同じような気持ちをもって

活動されている方と交流できて良かったです。」 

「NPO 以外にも集落の方々と交流できてとても良かった。」 

「農林漁業のつながりや重要性、課題がだんだんと理解できて関心が高まりました。森林整備ボ

ランティアへの参加もこれから定期的に行きたいです。鹿肉を見て自分がこの鹿なら骨までし

ゃぶって欲しいと思いました。フードロスも勉強していきたいです。」 

 

（ⅲ）総括 

「地産地消」というテーマで移動時間中にその背景知識をレクチャーすることで、国内の食料な

らびに森林資源が豊富かつ活用されていないかについて考えていただくきっかけになった。林業

に関しては今回、原木椎茸の植菌作業を通して、木と食料の関係性について感じてもらえるよう

に設計。その点については、目的どおり達成できたと考える。 

生産者や地域住民とのコミュニケーションの時間を設計することで、食料生産に関する生産者の

想いやこだわり・努力について学ぶことができ、3つのツアーとも「産地の現場×生産者とのコ

ミュニケーション」が購買活動ならびに食生活について考えさせる上で効果が高いと考えられる。 
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⑧兵庫県の食文化をテーマとしたシンポジウム・セミナーの実施 

 

 （ⅰ）ひょうごの食文化シンポジウム 

  映画「種まく旅人 くにうみの郷」の上映と、参加者によるディスカッションを実施。淡路

島のたまねぎと海苔養殖を切り口に、瀬戸内海の状況とため池のかいぼりとのつながりなど、

生産と環境のつながり、地域の現状などについて学習。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 2016年 11月 13日（日）13：00～15：30 

場所 コープこうべ協同学苑 研修ホール 

参加人数 111 名 

内容 映画「種まく旅人 くにうみの郷」 

ディスカッション 

・魚・野菜を選ぶときに重視すること 3つ 

・映画を見てくらしと生産・環境のつながりについて考えたこと 

感想（一部抜粋） 

 

・山と海はつながっており互いに育て合い助け合っ

ていることが分かった。自分にできる環境にやさし

いことをしていきたい。 

 

・農業と漁業あってこそお互いの暮らしを支えあっ

ている。海の神、山の神に感謝します。我々が毎日

神の恵みから命をいただいていることに改めて考

えさせられた時間でした。日本人であればこそ、一

つひとつのワンシーンに感動しました。 

 

・海と山のつながりが農産物に大切だと感じまし

た。昔からの知恵がなくなるのは寂しいが、また復

活させたいという思いが人々を動かしよい方に向

かってよかった。 
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（ⅱ）ひょうごの食シンポジウム 

 

ひょうごの食研究会との共催で実施。 

 

（ⅲ）食文化セミナー 4回 のべ 96人参加 

   

日時・場所 2016年 8月 9日（火）11：00～15：30・みずほ協同農園 

参加人数 9名 

内容 「ひょうごの在来作物～つながっていく種と人」 

講師 ひょうごの在来種保存会 顧問 山根 成人さん 

※大学生対象連続講座の一部として実施 

 

日時・場所 2016年 8月 31日（水）10：15～12：45・コープ北口食彩館組合員集会室 

参加人数 26名 

内容 「農とくらしのつながりについて」 

講師 農業生産法人 株式会社キャルファーム神戸  

代表取締役社長 大西 雅彦さん 

 

日時・場所 2016年 9月 10日（土）13：00～16：00・兵庫県農業会館 

参加人数 40名 

内容 「今後の食品開発の方向」 

講師 フジッコ株式会社 専務取締役 奥平 武則さん 

※自主事業、スマイルケア食・介護食の現状学習として実施 

 

日時・場所 2017年 3月 17日（金）10：00～12：00・西宮市大学交流センター 

参加人数 21名 

内容 「野菜づくりで地域と共生」 

講師 NPO法人とんとん 代表 江藤 勇さん 

 

日時 2017年 3月 11日（土）10：30～16：30 

場所 兵庫県農業会館 

参加人数 120名 

内容 「神戸市西区の農業と今後の都市農業」  

講師 小池農園こめハウス 小池 潤さん 

 

「江戸東京野菜物語」 

講師 江戸・東京伝統野菜研究会 代表 大竹 道茂さん 

 

総合討議 

進行 ひょうごの在来種保存会 顧問 山根 成人さん 
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３．効果検証  

１）定量的分析～調査票による利用状況及び意識調査から→詳細は「調査編」参照 

 

【事業成果目標の達成状況】 

事業成果目標１ 食育に関心を持っている者の割合を5%増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による意識調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査Q4－E・事後調査Q2－E 

事業成果 

〈食育に関心がある〉に「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した人の
割合は、【事前調査】では69.8％だったが、【事後調査】では72.9％で、3.
1％の増加となった。年代別にみると60歳以上では【事前調査】79.6％、【
事後調査】79.7％で0.1%の増加だが、40歳未満では【事前調査】60.5％、
【事後調査】66.5％で6.0％の増加が見られる。 

 

事業成果目標２－１ 
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている
高齢者の割合を5％増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による実態調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査Q3－3・事後調査Q1－3 

事業成果 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日２回以上毎日食べている高齢者
（60歳以上）は【事前調査】では59.5％、【事後調査】では60.9％となり、
1.4％の増加で目標には届かなかった。65歳以上では、【事前調査】では58
.0％、【事後調査】では60.6％と、2.6％の増加となった。 

 

事業成果目標２－２ 
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上ほぼ毎日食べている20
～30歳代の若い世代の割合を5％増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による実態調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査Q3－3・事後調査Q1－3 

事業成果 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上毎日食べている30歳代
までの層は、【事前調査】では32.7％、【事後調査】では43.0％と、10.3％

の増加となった。 
※目標では20代～30代としていたが、大学生の参加が多く、10代も含め、3
0歳までのデータで確認した。 

 

事業成果目標３ 農林漁業体験を経験したもの（世帯）を40%に増やす。 

効果測定の方法 事後調査票から算出 

測定対象設問 事後調査Q7 

事業成果 
農林漁業を体験した人の割合は、68.4％で、目標の40％を上回っている。
中でも農業体験者は63.9％を占める。林業体験者は19.1％、漁業体験者は1
6.5％であった。 

 

事業成果目標４ 
兵庫県産の農林水産物を食生活に意識的に取り入れているものの割合を10
％増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による意識調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査・事後調査Q6 

事業成果 

今回のアンケートでは、意識ではなく、購入することの重視項目の１つと
して兵庫県産を選ぶかどうかをたずねている。野菜の購入に関しては2.8
％の増加がみらえるものの、米、魚、肉を合わせた４項目の平均では0.2
％の増加と、目標には届かない結果となった。フリーアンサーでは、「兵
庫県産を選ぼうと思っても、近くに売っていない」など、流通面の問題を
指摘する声が散見される。 
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事業成果目標５－１ 
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法などを継承し、伝えて
いる者の割合を5％増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による意識・実態調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査Q4・事後調査Q2－A・B・G・H・I・J・K・L・N 

事業成果 

関連する９項目を平均すると、「あてはまる」「ややあてはまる」と感じて
いる人の割合は51.3％から53.0％へと、1.7％の増加にとどまる。一方で
「まったくあてはまらない」「あまりあてはまらない」とする人の割合は2
4.4％から20.9％と3.5％減少しており、一定の効果があったものと考えら
れる。 

 

事業成果目標５－２ 
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法などを継承している20
～30歳代の若い世代の割合を3％増やす。 

効果測定の方法 食育活動参加前後の調査票による意識・実態調査の結果比較 

測定対象設問 事前調査Q4・事後調査Q2－A・B・G・H・J・K・N 

事業成果 

関連する７項目を平均すると、「あてはまる」「ややあてはまる」と感じて
いる人の割合は、51.1％から52.6％と1.5％の増加にとどまる。しかし、
否定的意見の「まったくあてはまらない」「あまりあてはまらない」の合計
は、27.0％から19.5％と、7.5％減少しており、一定の効果があったものと
考えられる。 

 

【総括】 

・全体で 7項目（5項目のうち 2項目が世代別のため）の事業目標のうち、目標に達したものは 2

項目のみとなった。一方で「食育に関心を持っているものの割合を 5％増やす。」の項目では、

40歳未満の世代で 6.0％の増加、「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上ほぼ毎

日食べている 20～30歳代の若い世代の割合を 5％増やす。」では 10.3％の増加、「地域や家庭で

受け継がれてきた伝統的な料理や作法などを継承している 20～30歳代の若い世代の割合を 3％

増やす。」の検証項目の一つである「丸一尾の魚をさばくことができる」という項目では、40

歳未満で【事前調査】20.4％、【事後調査】34.7％で 10.7％の増加が見られるなど、若い世代

への取り組みの効果が確認できる。 

 

・「兵庫県産の農林水産物を食生活に意識的に取り入れているものの割合を 10％増やす。」の項目

は未達となったが、自由記述には「兵庫県産を意識するようになった。」という回答も多く、「価

格」「鮮度」などとの比較では選ぶ要因のトップにはならないが、取り組み前後で、興味を持つ

人が増えていることはうかがえる。 

 

・事業成果目標以外の数値では、「メタボリックシンドローム」「健康寿命」など食と健康に関す

る言葉の認知度を聞いたものでは、男女の差が大きいことが確認できた。単身世帯が増加する

中で、男性への食・健康に関する意識啓発が重要である。 

 

・食事内容では、特にその他の年代と比較すると若年層の女性で朝食での野菜の摂取が少ない。

写真調査と合わせて分析すると、「食べている」としていても、「おにぎりの中の高菜」なども

散見され、意識よりも実態が少ない可能性もあり、摂取量が少ないという自覚を促すことが必

要。 
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２）定性的分析～報告書及び調査票の自由記述から（記述内容は「調査編」参照） 

感想シートおよび事後調査の調査票に自由記述欄を設けた。コメントのポイントを整理する

と、以下のような傾向がみてとれる。 

 

①店頭ミニ講習会報告書に見る、食材・調理技術に関する情報提供の到達度と効果 

【生海苔の佃煮・海苔の卵スープに関する記述（抜粋）について】 

・「海苔の佃煮が手作りできるとは知らなかった」「レシピがあるから作ってみる」「試食した

から味がわかった」「簡単。家で作ってみる」「ゆで野菜につけて食べてもおいしそう」「生

海苔のレシピがもっとほしい（種類）」 

⇒回によっては「90％が生海苔を使った料理を食べるのが初めて」という講師の報告もあり、

「ひょうご地魚推進プロジェクト」開始 4 年目になるが、情報が消費者にいきわたってい

るわけではないことがわかる。情報を知ると、食材を利用して調理してみたいと考えたり、

実際に調理する人が増加するとともに、料理に慣れている人は、新しいレシピのイメージ

がわき、それが講師に伝わることで、講師⇒消費者⇒講師⇒別の消費者への情報伝達の場

にもなっている。 

 

・「生海苔はこのまま食べられないのか」「生海苔はなぜ洗うのか？」「洗うとザルから流れな

いのか？」「海苔の佃煮を家で作るといつまでもつか？」「生海苔の佃煮のレシピはあって

も作り方がわからないと言われ、説明すると、簡単ですね、作ってみます。と言われる」 

⇒食材や調理技術に関する質問が多く、レシピ、作り方、素材の説明があることで、「手軽だ

と思える人」は新たなレパートリーとして取り入れる気持ちが高まっている。 

 

・「一人暮らしになるとおかずを作るのが面倒。作ってくれたら買う。」 

⇒調理する気力がない層は、どんなに簡単・おいしいと感じても自分自身で素材を買って作

るところまで行くにはハードルが高い。加工品の活用など簡便な食生活をサポートする情

報提供も必要 

 

 【アカガレイの煮付けに関する記述（抜粋）について】 

  ・高齢者は煮付け以外のメニューが受け入れられないことも多い。 

  ・もっと目新しいレシピを教えてほしいという声も多い。 

  ・煮付けをすることが少ない、若い世代には喜ばれる傾向。 

  ⇒「煮付け」だけをとってみても、世代、好みで反応は様々。バリエーション豊富なレシピ

提案を検討する一方で、焼き物、煮物など、基本的な調理方法も継続して伝えていくこ

とが必要。 

  

【総括】 

・「生のハタハタの調理の仕方がわからない」「生海苔の調理の仕方がわからない」など、素材

の種類によっては、認知度が低いものがあり継続的な情報発信が必要。 

・アカガレイなどよく知られた魚種についても、調理方法のバリエーションなど世代や生活ス

タイルに合わせた多様なレシピ提案が必要。 

 ・加工品の利用など、調理時間・手間を省いたレシピや惣菜での提供が必要な層も増加。 

 



31 

 

②感想シート・事後調査自由記述より 

（ⅰ）健康寿命を維持するための食生活・運動については、確認のための学習の場が必要 

高齢期の食と健康学習会・料理会の感想では、「食生活が大切だということがわかった。」と

いう感想が多くみられ、個別の中身としては、量、バランス、タンパク質の取り方、塩分な

どへの注意を喚起されたという感想が目立つ。1か月後の事後報告でも、「食生活に気を付け

るようになった。」「栄養バランスよく食材を選ぶのにこれまで以上に気を付けるようになっ

た。」「食生活がマンネリ化しないように時々教えてほしい。」などの記述が多かった。高齢者

層は若い世代と比較すると食の情報がいきわたっていると考えがちだが、改めて学習の場が

必要であることが見て取れる。 

 

（ⅱ）冷凍の魚や加工品を暮らしに取り入れるには利用してみる機会が必要 

高齢者対象「手軽に食べよう地元の魚」料理会の感想では、加工品、冷凍の魚を利用し「冷

凍の魚は使ったことがなかったが、使ってみるとストックできて便利だし、今後も使ってみ

たい。」という記述が目立つ。時短につながる加工品の利用については、高齢者だけでなく、

今後、単身、共働きの世帯などに向けたレシピ提案により、利用につながる可能性があるが、

利用に対する抵抗もあると考えられ試食、調理実習など、使用してみる機会の創出が必要。 

 

（ⅲ）大学生に対する一次産業の学習は産業への理解促進につながる。 

大学生対象の漁業学習の感想には「まず率直に兵庫県が漁業をしているということに驚きま

した。兵庫県に漁業のイメージはまったくなかったからです。漁業をする人が少なくなって

いる中その仕事を一生懸命やっている人がいることを知りました。漁業に関して知ることが

重要だと思いました。」「今まで日本にいれば食べたいときに難なく魚が食べられると思って

いましたが、それは私が海や漁業に対する関心が薄かったからで、現在海にはさまざまな問

題があり、それらを解決するために漁業者さんたちが海だけでなくそれに通ずる森づくりや

違法漁具の回収などの活動を行なっていることを初めて知って、漁業についての見方が今ま

でと変わりました。ただきれいな海がいいのではなく、窒素やリンなどの栄養塩が豊かな海

を作り出し魚にとってよいことは私も今まで知らなかったし、多くの人がそうだと思います。」

といったものが多く、教科書に掲載されていないような一次産業の情報に大学生が触れる機

会が少ないことがわかる。ベースは低いが、学んだ内容への興味関心は高く、学習が一次産

業への理解につながっていることがわかる。 

 

（ⅳ）大学生の魚の調理経験は少ないが、体験することで利用につながる。 

大学生対象の漁業関連の料理会では「これまで丸ごとの魚を調理したことがなかった。」「魚

を触ったこともなかった。」という記述が多い。一方で、「今回の経験から、自信がついたし

達成感も感じられた。今後も調理をしてみようと思った。」という次につながる記述も目立つ。

事後調査でも、「魚は生臭いことと調理に手間がかかるので避けてきました。しかし、今回の

実習を通して魚にもいろいろなアレンジレシピがあるということ、意外にもさばくのが楽し

く感じ、自宅でも魚料理を増やしていきたいと考えました。」という感想に代表されるように、

「自分で魚をさばいてみた。」「魚をさばけるようになって家族に褒められてうれしかった。」

など、調理実習の後、実際に魚をさばいて食べてみたという記述が多い。また、「地元の魚を

食べることは大切だと思いました。」など、漁業の学習が意識の変化につながっていることが

わかる感想も目立つ。 
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４．事業の総括 

１）得られた成果 

 

①若年層へのアプローチの強化 

これまでの事業の傾向を踏まえ、今年度事業は、大学生、親子を対象の一つとして、プログラ

ム展開を行った。その結果、昨年度は 30歳未満の参加者が 3.4％であったのに対し、今年度は、

41.4％に増加した。 

  

②プログラム設計・実施における大学等との連携強化 

大学生対象のプログラムは、一般募集が困難なため、兵庫県内の大学を中心にゼミ、社会連携

事業、授業、インターンシップとしての実施や、大学生協、大学生を対象に活動しているＮＰ

Ｏ法人等と連携して実施した。このことは、今後の大学生を対象にした食育活動を進める上で

の基盤となりうる。 

 

③世代間での食に対する情報格差、知識格差、実際の食生活の格差の再確認 

高齢者と若い世代のアンケート結果の相違や、食生活写真調査、実際の活動の場面での学生の

様子から、世代間で食の知識や技術、また実際の食生活も大きく異なっていることが確認でき

た。 

 

④大学生の一次産業の学習・体験の効果 

 大学生が一次産業の学習・体験をすることで、自分自身の暮らしの見直しを図るとともに、一

次産業の課題について、その解決の必要性に言及する学生が多くみられた。学部にもよると思

うが、一次産業に対する経験や知識が少ないため、学習の効果が高く、関心が喚起され、一次

産業の理解促進と課題解決に緩やかにつながっていく可能性を感じられた。 

 

⑤大学生への漁業学習・料理教室による魚食普及の効果 

 大学生を対象に実施した魚の料理教室では、「魚をさばくのは初めてだった。」という感想が多

く、調査結果でも、「丸一尾の魚をさばくことができる」に「あてはまる」「ややあてはまる」

と回答した 40歳未満は事前と事後で 10.4％増加している。事後の自由記述では、「自宅でも魚

料理を増やしていきたい。」「魚料理を積極的に取り入れるようになった。」など、魚を調理する

ことができるようになったことと、魚のおいしさを体感することで、魚を食べることへの意識

が向上していることがうかがえる。 

 

⑥食に関心が薄い大学生へのアプローチ 

 大学生を対象にした食育を進める中で、食や一次産業への関心が薄い学生に対しては、アプロ

ーチの方法に工夫が必要であることが認識できた。その一つとして、スポーツに取り組んでい

る学生を対象にした栄養学習会を実施した。「筋肉の量を増やしたい。」「身長を伸ばしたい。」

「体重を増やしたい。」などの希望はあるが、自分に必要なカロリーや栄養素に関する知識を持

たなかった学生に、朝食の重要性、筋肉を増やすうえでの炭水化物、特に「ごはん」を食べる

ことの重要性を伝えたことにより、食生活に対する関心が高まったことが、朝食の喫食回数の

上昇や自由記述など調査結果にも表れている。 
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⑦高齢期の食に関する情報提供の重要性の再確認 

 高齢者を対象にした学習会・料理会では、「食生活については注意しているつもりだったが、学

習すると量やバランス、塩分量などできていないことに気が付いた。」という感想が多く、長年

の食習慣での思い込み等もあり、あらためて学習する機会が必要であることが確認できた。今

回学習のテーマの一つとした「スマイルケア食」は「知らなかった」という感想がほとんどで、

今後も継続して情報提供を行い、高齢期の食生活のサポートを進めていくことが重要である。 

  

⑧協同組合間の連携の強化 

これまでも事業推進会議や取り組みを協同組合間協同で行ってきたが、本事業においては、さ

らに関与者を拡大し、医療生協や大学生協も含め兵庫県内の協同組合で「大学生の食育」に関

わる業務をしている、もしくは関心がある職員を募ってプログラム設計を行った。 

各協同組合の資源を持ち寄り、魚の調理実習後、家で作った写真を送ってもらいホームページ

で公開するところまでを一連の流れとして行う企画、農業と漁業を体験し合流して調理実習を

する企画、大学の学食でのメニュー提供（自主事業）など新たなプログラムが展開できた。 

 

 

２）今後に向けた課題 

 

①大学生に対する「食育」の継続的な展開 

 今年度の事業で、大学生の参加者について、食に関心も経験もない、食に回すより他の事にお

金を使ってしまうという、若い世代にありがちな食意識も見て取れる一方で、一度経験すると、

調理に自信が付き、一気に関心が高まるという傾向も確認できる。また、食生活の振り返りに

ついても食生活写真調査の自由記述から、「あらためて振り返ってみると、バランスが悪いこと

に気が付いた。」など自分自身で反省することもできており、その機会をつくっていくことが重

要であることがわかる。親になる一歩手前の世代でもあり、もうすぐ社会に出て自分の食生活

を自分でコントロールすることになる大学生に対して、栄養学習や調理実習を継続的に展開す

ることが必要である。 

 

②大学生に対する一次産業に関する体験・学習の機会の継続的な創出 

 一次産業の現状について「学習する前は知らなかった」と回答する学生が多い一方で、学習す

ると課題化してその解決の必要性について言及する学生が多くみられる。情報に触れる機会が

少ないことやそもそも関心がない学生に対して、大学や大学生協との連携等により学習機会を

継続して創出していくことが求められる。 

 

③ライフステージ別、多様化する食の志向に合わせた食生活提案の推進 

 調査結果に見られるように、食に関する意識や実態は多様であり、それぞれのライフステージ

やライフスタイルに合わせた食生活提案を行っていくことが必要である。幼児期では栄養バラ

ンス・おやつ・マナー・食文化の継承など、大学生には栄養バランスや調理技術について、高

齢期では、その年代ならではの調理方法や栄養バランス、塩分などに関する食生活提案が求め

られる。また、調理時間や技術に配慮した提案を、内容を細分化して行っていくことが重要で

ある。 
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④地域の食文化、郷土食に関する地域ごとの情報収集と発信 

食文化の継承に取り組むうえで、地域に受け継がれた郷土食に関する情報へのアクセスが困難。

収集が行われていない可能性と、地域ごとには収集されているかもしれないが、その情報が市

町村や県単位で集約されていないことが考えられる。郷土食のいわれや作り方を知っている人

の高齢化が進んでいることも考えられ、地域での継承とその情報の集積・発信が求められる。 

 

⑤農業分野の学習プログラムの創出 

 農業に関するプログラムの充実が課題として残った。野菜・米に関する産業の現状や、政策等

も含めた学習プログラムを行政や農業協同組合等と連携して構築していくことが必要。 

 

⑥若い世代・高齢者の食を社会で支える 

関西地域は中学校の学校給食の普及率が低く、近年給食に導入がすすめられてきたが、今後、

高校生や、大学生など若い世代の食も「社会で支えていく」ことが重要になってくると考えら

れる。こども食堂などの取り組みが増加しているが、大学生も経済面、食意識の両方の理由か

ら「バランスの良い食事」を自分で選び取ることが難しい環境にいる場合がある。学生食堂へ

の支援や一人暮らしの大学生等の地域での食事の場の提供（ボランティア参加も含め）するこ

とで、「バランスの良い食事」をとる機会を増やしていくことを検討していく必要がある。 

一方で今回の事前事後調査や食生活写真調査ではあまり見られなかったが、店頭ミニ講習会の

報告等では、「一人暮らしなので自分では作らない。」などの高齢者の意見が散見される。高齢

期の食生活の情報提供を継続すると同時に、高齢者についても健康寿命の延伸と地域コミュニ

ティの強化につながっていくような、食を「社会で支えていく」取り組みについて検討する必

要があると感じられる。 

 

⑦その他 

（ⅰ）地域の人との交流 

一次産業の体験を行う中で、実際にそこで暮らす「地域の人との交流」を持つことで、地域が

抱えている課題の把握や地域のコミュニティとの関わりが創出される。その地域の根本的な課

題解決につながる継続的な取り組みを展開するうえで、今後のプログラムの組み立てにおいて

は、重視していきたい。 

 

（ⅱ）自然と触れ合う体験機会の創出 

親子プログラム参加者の今後希望するプログラムとして、「川で泳ぐ」「木登り」「キャンプ」などがあげら

れた。体験する場所の減少などが要因になっている可能性もあるが、親世代が体験できていないことも、

家族だけで行かず、外部のプログラムを求める理由の一として考えられる。「自然と触れ合う体験」は、

一次産業の理解の基礎学習として重要な要素であり、今後、この分野で活動している団体との連携な

どによるプログラム展開を検討していく必要がある。 
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【資料１】店頭ミニ講習会一覧 

 

 

 

 

 

 

 

回数 試食数 回数 試食数 回数 試食数 回数 試食数 回数 試食数 回数 試食数 回数 試食数

宝塚市 Ｃめふ 6 769 1 100 1 150 1 140 1 150 1 140 1 89

宝塚市 Ｃ宝塚 9 884 1 110 1 80 1 100 2 270 2 174 1 70 1 80

宝塚市 Ｃ仁川 6 792 1 100 1 160 2 232 1 140 1 160

伊丹市 Ｃ行基 3 210 1 60 1 90 1 60

尼崎市 Ｃ園田 4 372 1 80 1 150 1 62 1 80

尼崎市 Ｃ尼崎近松 4 351 1 70 1 111 1 84 1 86

尼崎市 Ｃ立花 3 342 1 150 1 120 1 72

尼崎市 Ｃ武庫之荘 2 140 1 80 1 60

西宮市 Ｃ苦楽園 23 2861 4 550 4 565 4 440 4 456 3 380 2 220 2 250

西宮市 Ｃ北口食彩館 1 95 1 95

西宮市 Ｃ武庫川 1 80 1 80

神戸市 Ｃ深江 2 130 1 80 1 50

神戸市 Ｃ岡本 2 200 1 80 1 120

神戸市 シーア 10 3580 2 950 1 300 1 400 2 600 2 600 1 330 1 400

神戸市 Ｃ六甲 6 609 1 100 1 100 1 69 1 120 1 120 1 100

神戸市 Ｃ山手 2 152 1 80 1 72

神戸市 Ｃ横尾 9 902 1 180 1 102 2 140 2 190 1 120 1 70 1 100

神戸市 Ｃ北鈴蘭台 4 370 1 50 1 130 1 120 1 70

神戸市 ＣＤ神戸北町 11 1240 2 240 2 220 2 220 2 240 1 120 1 100 1 100

神戸市 Ｃ桜が丘 5 443 1 93 1 80 1 80 1 80 1 110

神戸市 Ｃ垂水 25 3979 4 575 4 640 5 890 4 610 4 620 3 464 1 180

神戸市 Ｃ福田 6 697 1 57 1 230 1 130 1 100 1 100 1 80

神戸市 Ｃ新多聞 2 170 1 80 1 90

神戸市 ＣＤ神戸西 5 409 1 95 1 84 1 60 1 90 1 80

神戸市 Ｃ西神 11 1890 1 260 2 260 2 390 2 380 2 300 1 150 1 150

神戸市 Ｃ西神南 9 1177 1 120 2 300 2 227 2 310 1 100 1 120

丹波市 Ｃ柏原 2 155 1 100 1 55

三木市 Ｃ志染 3 160 1 50 1 50 1 60

三木市 Ｃ三木緑が丘 7 668 1 98 1 70 1 60 1 60 1 150 1 150 1 80

明石市 Ｃ朝霧 5 630 1 190 1 70 1 140 1 80 1 150

明石市 Ｃ西明石 5 539 1 90 1 160 1 120 1 77 1 92

明石市 Ｃ魚住 6 580 1 80 1 100 1 100 1 150 1 70 1 80

明石市 Ｃ大蔵谷 3 200 1 70 1 60 1 70

加古郡 Ｃ播磨 2 230 1 100 1 130
加古川市 Ｃ神吉 5 560 1 120 1 105 1 115 1 90 1 130

高砂市 Ｃ高砂 3 225 1 75 1 62 1 88

姫路市 Ｃ姫路砥堀　 1 150 1 150

姫路市 Ｃ姫路田寺 3 210 1 60 1 90 1 60

豊岡市 ＣＤ豊岡 2 300 1 200 1 100
たつの市 Ｃ龍野 2 198 1 93 1 105

豊中市 Ｃ桜塚 2 163 1 100 1 63

豊中市 Ｃ蛍池 4 238 1 45 1 42 1 87 1 64

豊中市 Ｃ東豊中 2 180 1 100 1 80

三島郡 Ｃ島本 3 260 1 80 1 80 1 100

川西市 Ｃうねの 7 572 1 80 1 60 1 60 1 72 1 100 1 100 1 100

合計 238 29062 38 5251 42 4976 41 4800 40 4857 39 4553 20 2344 18 2281

1月11月7月 8月 9月 10月 12月
行政区 店舗

合計
回数

合計
試食数
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【資料２】料理会・学習会一覧 

 

講師：兵庫県漁業協同組合連合会

通番 日程 曜日 時間 調査票番号 主催 種別 会場 参加人数 内訳

1 8月7日 日 10：00～13：00 2202 食育くらぶ　ほのぼの 親子・漁業料理会 コープ志染 18 大人8子ども10

2 10月8日 土 10：00～13：00 2203 食育くらぶ　さくらんぼ 親子・漁業料理会 コープ桜が丘 19 大人13子ども6

3 10月22日 土 10：00～13：30 2203 食と環境くらぶ　ばんび 親子・漁業料理会 コープめふ 18 大人10子ども8

4 10月22日 土 9：00～12：00 3201 教育学習センター 大学生・料理会基礎編 生活文化センター 6

5 10月22日 土 13：00～16：00 3201 教育学習センター 大学生・料理会応用編 生活文化センター 6

6 11月21日 月 9：20～12：30 3202 神戸女子短期大学 大学生・漁業料理会 神戸女子短期大学 33

7 11月22日 火 10：00～13：00 1203 いきいきクッキング 高齢者・漁業料理会 コープ浜芦屋 23

8 11月25日 金 9：20～12：30 3203 神戸女子短期大学 大学生・漁業料理会 神戸女子短期大学 31

9 11月25日 金 13：00～16：00 3204 神戸女子短期大学 大学生・漁業料理会 神戸女子短期大学 33

10 11月28日 月 15：10～16：40 3301 関西学院大学 大学生・学習会 関西学院大学 82

11 12月19日 月 10:00～13:00 1205 キッチンくらぶ 高齢者・漁業料理会 コープ香櫨園組合員集会室 16

12 1月10日 火 10:00～12:00 1206 第6地区活動本部 高齢者・漁業料理会 加古川コープのつどい場 7

13 1月11日 水 10:30～12:30 1209 小野コープ料理サークル 高齢者・漁業料理会 小野組合員集会室 15

14 1月12日 木 10:00～12:00 1207 第6地区活動本部 高齢者・漁業料理会 コープ高砂 14

15 1月13日 金 10:00～12:00 1208 第6地区活動本部 高齢者・漁業料理会 姫路青山コープのつどい場 9

16 1月20日 金 10：00～13：00 1211 めふコープ委員会 高齢者・漁業料理会 コープめふ 27

17 1月23日 月 10：00～12：30 1214 料理たちばな会 高齢者・漁業料理会 コープ立花 15

18 2月9日 木 10：00～13：00 1215 伊丹コープ委員会 高齢者・漁業料理会 コープ伊丹 19

19 2月18日 土 13：15～14：15 7102 協同購入センター六甲 活動支援者のための学習会 協同購入センター六甲 26

20 2月19日 日 10:00～13:00 3205 神戸女学院 大学生・漁業料理会 若竹公民館 24

21 2月20日 月 10：00～12：30 1217 桜が丘コープ委員会 高齢者・漁業料理会 コープ桜が丘 22

22 3月11日 土 13：30～15：30 2206 第2地区活動本部 親子・漁業料理会 コープ西宮 20 大人8子ども12

23 3月12日 日 10：00～14：00 2207 株式会社kurokawa子ども会 親子・漁業料理会 兵庫県水産会館 16 大人8子ども8

24 3月15日 水 14：00～16：30 3206 関西国際大学 大学生・漁業料理会 協同学苑 20

25 3月18日 土 13：30～15：30 2208 第2地区活動本部 親子・漁業料理会 コープ苦楽園 20 大人8子ども12

講師：兵庫県栄養士会

26 7月5日 火 9：40～10：45 1301 第3地区活動本部 高齢期の食と健康・学習会 兵庫勤労市民センター 49

27 8月18日 木 10：10～13：10 1201 第3地区活動本部 高齢期の食と健康・料理会 コープ須磨 12

28 8月23日 木 10：10～13：10 1202 第3地区活動本部 高齢期の食と健康・料理会 コープ六甲 14

29 9月9日 木 14：40～14：25 1302 第3地区活動本部 高齢期の食と健康・学習会 コープこうべ生活文化センター 59

30 12月12日 月 10：00～13：00 1204 第４地区活動本部 高齢期の食と健康・料理会 コープカルチャー神戸北 23

31 12月16日 金 13:10～14：40 3302・3303 関西国際大学 大学生の食生活・学習会 関西国際大学 131

32 12月16日 金 10：00～11：00 1305 第1地区活動本部 高齢期の食と健康・学習会 コープめふ 15

33 1月10日 火 10：00～13：00 1210 塚口コープ委員会 高齢期の食と健康・料理会 コープ塚口 16

34 1月12日 木 11：00～12：00 1306 第2地区活動本部 高齢期の食と健康・学習会 第2地区活動本部 12

35 1月17日 火 10：30～11：30 2301 子育てひろば　ぽぽ 幼児期の栄養・学習会 コープマリナーパーク 7 大人3子ども4

36 1月23日 月 11：00～12：00 2302 子育てひろば　ぴょーん広場 幼児期の栄養・学習会 越木岩公民館 10 大人5子ども5

37 1月30日 月 10：00～13：00 1213 青谷コープ委員会 高齢期の食と健康・料理会 コープミニ青谷 12

38 2月6日 月 10：30～11：30 2303 子育てひろば　にこにこ 幼児期の栄養・学習会 コープ北口食彩館 20

39 2月17日 金 10：00～13：00 1213 キッチンくらぶ　 高齢期の食と健康・料理会 コープ香櫨園 19

40 2月21日 火 10：15～13：00 1218 ぱくぱく 高齢期の食と健康・料理会 コープ夙川 15

41 2月27日 月 10：30～11：30 2304 子育てひろば　てんてん 幼児期の栄養・学習会 コープ西宮 31 大人14子ども17

42 2月28日 火 10：00～12：30 1219 浜芦屋いきいきクッキング 高齢期の食と健康・料理会 コープ浜芦屋 25

講師：株式会社オールキャスティング

43 8月2日 火 10：00～13：00 2201 コープカルチャー協同学苑 子ども・漁業料理会 協同学苑 5 子ども5人

44 2月21日 火 10：00～13：00 3402 教育学習センター 大学生・魚料理会 協同学苑 11

講師：コープこうべ家庭料理研究会

45 12月26日 月 10：00～13：00 2205 子育て応援くらぶ　ぷちいちご 親子・漁業料理会 コープカルチャー神戸北 23 大人10子ども13

合計参加人数 1048
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【資料３】産地見学一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

通番 日時 調査票番号 主催 種別 行先 参加人数 大人 子ども

1 6月26日 2101 第3地区活動本部 親子・農業体験 みずほ協同農園 37 20 17

2 7月8日 2102 第4地区活動本部 親子・農業体験 みずほ協同農園 34 17 17

3 7月21日 2103 教育学習センター 親子・漁業体験 神戸市漁協 43 20 23

4 7月22日 2104 教育学習センター 親子・漁業体験 神戸市漁協 37 17 20

5 7月30日 3101 教育学習センター 大学生・漁業体験 明石浦漁業協同組合・兵庫県水産会館 24 24

6 8月1日 2105 大阪北地区本部 親子・漁業体験 兵庫県水産会館 28 13 15

7 8月22日 2106 第2地区活動本部 親子・漁業体験 赤穂市坂越漁業協同組合 25 12 13

8 8月26日 2107 第3地区活動本部 親子・漁業体験 赤穂市坂越漁業協同組合 19 9 10

9 9月22日 2108 第5地区活動本部 親子・農業体験 ＪＡ但馬 26 11 15

10 11月23日 6101 教育学習センター 親子・農業体験 大屋高原有機農業部会・ＪＡ但馬 15 9 6

11 12月3日 2109 第１地区活動本部 親子・林業体験 神戸市西区神出 14 8 6

12 12月4日 3103 教育学習センター 大学生・農業・漁業体験 ＪＦ坊勢とれとれ市場・みずほ協同農園 14 14

13 12月10日 3104 教育学習センター 大学生・漁業体験 竹内水産（相生） 10 10

14 12月17日 2204 第３地区活動本部 親子・漁業体験 兵庫県水産会館 22 8 14

15 8月6日 地域活動推進部 親子・漁業体験 赤穂市坂越漁業協同組合 16 8 8

16 9月24日 地域活動推進部 親子・農業体験 社家郷山 16 7 9

17 10月30日 地域活動推進部 親子・林業体験 甲山農地 11 6 5

18 8月8日 教育学習センター 大学生・農業体験 みずほ協同農園 9 9

19 8月9日 教育学習センター 大学生・食文化セミナー等 みずほ協同農園 9 9

20 8月10日 教育学習センター 大学生・料理会 みずほ協同農園 9 9

21 8月11日 教育学習センター 大学生・農業体験 みずほ協同農園 9 9

22 8月12日 教育学習センター 大学生・加工施設見学等 ＣＤ神戸北町・山田錦の館 9 9

23 8月13日 教育学習センター 大学生・農業体験等 みずほ協同農園 9 9

Ｒｉｄｉｌｏｖｅｒスタディツアー

24 11月10日 3102 教育学習センター 大学生・漁業体験 坊勢漁協・兵庫県漁連加工センター 28 28

25 2月20日 教育学習センター 大学生・農業体験 小池農園米ハウス 12 12

26 3月5日 3105 教育学習センター 大学生・林業体験 NPO法人JUON宍粟活動地 12 12

その他

27 10月11日 7101 教育学習センター 食育推進者・漁業体験 明石浦漁業協同組合・兵庫県水産会館 42 42

539 361 178

親子・大学生対象産地見学

親子連続講座

大学生連続講座

合計

2401

3401
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【資料４】兵庫地魚推進プロジェクト対象商品群の売り上げ推移 

 

【図１】供給状況推移（前年比） 

供給高・数量ともに前年を上回っていた昨年と比べると、不漁の影響等があり、前年を大きく

下回る月が多い。 

注 1）PI…客数が前年比 100％だったと仮定した場合の金額（供給高）、数量（購入件数）の指数 

 

【図 2】世代別供給高・供給数前年比 

 全体に前年を下回る世代が多いが、その中で 20代は金額・数量ともに前年を上回っている。継

続して、これまで利用していなかった層に食材情報や調理方法を伝えていくことが重要。 
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